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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,28 42,83 -0,45 43,89 -1,06

USD / BRL Spot BRL 2,3687 2,3898 +0,0211 2,2465 +0,1433

USD / JPY Spot JPY 102,51 102,36 -0,15 98,60 +3,76

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.349 50.216 -133 54.437 -4.221

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 213,3 214,8 +1,5 180,7 +34,1

Brazil 5yrs Gov. Bond % 13,01 13,00 -0,01 11,83 +1,17

DI Future Jul14（金利先物） % 10,32 10,28 -0,04 10,31 -0,03

3 Months US Dollar Libor % 0,241 0,242 +0,001 0,238 +0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 276,3 278,0 +1,7 273,7 +4,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 12月3日

昨日のドルレアルスポット相場は強い米経済指標から緩和策縮小観測が高まりドル高となる展開でした。
朝方は前日比ほぼ変わらない２．３７を挟んだ値動きでしたが、米国のＡＤＰ民間雇用者数が大きく市場
予想を上回ったため金曜日の雇用統計への期待と緩和策縮小観測が高まり、２．３８近辺へドル買い優勢と
なりました。その後も米新築住宅販売件数が予想を上回ったこともあり、ドル堅調な地合いから２．３９近辺へ
ドルは続伸し、結局２．３９近辺で引けています。

今朝公表されたＣＯＰＯＭ議事録は「金融政策は特別な警戒を維持しなければならない。現行の利上げ
ペースは適切。」と言及し、今後の利上げを前回と変わらず示唆しました。今週発表されたＧＤＰは想定以上
に落ち込みましたが、議事録からはそれに配慮した金融政策の変更は示唆されませんでした。議事録は
国内需要の強さを指摘し消費は今後も拡大を続けると見込んでおりレアル安の短期的なインパクトも勘案
して金融政策がインフレ圧力を抑えなければならない、としています。ＣＯＰＯＭは弱かったＧＤＰが判明
する前に行われているので、今後の中銀高官発言には留意する必要がありますが、基本的なインフレ抑制
最優先の姿勢は変わっていないようです。
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